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Ⅰ．像構造とは 
 

一般に写真像の画質(image quality)は、 

 

 

⎩⎪
⎨
⎪⎧
鮮鋭度(sharpness)

粒状性(graininess)

調子再現性(tone-reproduction)

色再現(color-reproduction)

 

 

の４つの因子によって構成されています。 

 

この中で鮮鋭度（鮮鋭さ）と粒状性（粗さ）は、１枚の写真を見たときの画質に関する感覚的な評価用

語であり、写真分野ではこの２つの因子をまとめて像構造（ｉｍａｇｅ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）と呼ん

でいます。 

 

像構造に関しては、約２０年前から定量的な評価方法の研究が盛んに行われ、現在ではフーリエ解析(F

ourieranalysis)による方法が広く実用されています。その理由は、この評価方法が画像形成システム

の各要素の分離や結合が容易であり、また空間周波数領域で取り扱うため、有益な情報が多く得られる

ためです。 

 

特に写真業界では、営業戦略上の重要な位置付けの物として像構造解析が積極的に使われてきました。

写真はその良し悪しを感覚量で評価するため、フィルムのカタログ等にはＭＴＦとＷＳが必ず記載され

ています。近年、写真以外のグラフィックアーツ分野でもこの感覚量が重要なファクターになってきて

います。 

 

本書はこれらについてできるだけ簡単な形で表現しています。 
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Ⅱ．鮮鋭度 
 

一般に、鮮鋭度（シャープさ）に影響を及ぼす因子は、 

 

 
⎩
⎨
⎧散乱(光滲:irradiation)
反射(halation)

 

 

です。 

 

これらのファクターによってボケが発生し、このボケの程度を鮮鋭度と呼んでいます。つまり、鮮鋭度

とは、写真像の輪郭の明瞭さと微細な像を描写する能力をあらわす量です。 

 

 

１．解像力（ｒｅｓｏｌｖｉｎｇ ｐｏｗｅｒ） 
 

平行な白黒の線条の像を撮影し、現像処理後に生じた写真像において、解像しているとみとめ

られる１ｍｍ当りの線数［ｌｉｎｅ／ｍｍ］で評価する方法。平行な線条としては２本以上の

黒線と白線の解像力テストチャートが多く使用されています。通常、感光材料には透過型のも

のが、またレンズなどの場合には反射型のテストチャートが使用されています。 

 

［特徴］ 

（１）測定器によって解像力が異なる。 

（２）測定する人、すなわち像を観察する人の認知の仕方で解像力が異なる。 

（３）画像形成システムの各要因の解像力を結合したり、分離したりすることが出来ない。 

（４）解像力がよいからと言って鮮鋭度がよいとは限らない。（鮮鋭度はむしろ解像力より特

   性曲線に深い関係を持っている） 

（５）マイクロデンシトメーターがいらない。 

 

 

２．アキュータンス（ａｃｕｔａｎｃｅ） 
 

エッジ像をミクロフォトメーター（マイクロデンシトメーターは濃度測定、これは光量測定）

で走査したとき得られる曲線からパラメーターを求め、鮮鋭度を評価する方法。 

特性曲線のγ（直線部の勾配）が高い物や足が短いものはアキュータンスが高い。 

 

( )
A

DS dD dx dx

xb xaJH
B

A

=
×

−
∫ ( / )2

 

 

［特徴］ 

（１）心理的鮮鋭度との対応がよい 

（２）測定が面倒 

（３）精度がわるい 

（４）写真では現在あまり使われていない 

（５）使用できる特性曲線が限定されている 

 

⎩
⎨
⎧Ｄ＝ａｅ3（０≦ｅ≦ｅ0）
Ｄ＝γｅ－（２／３）・γｅ0（ｅ0≦ｅ）

γ＝３ａｅ02

 

   の条件が満たされている必要が有る。 
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３．ＭＴＦ（変調伝達関数：m o d u l a t i o n  t r a n s f e r  

  f u n c t i o n）  
 

今日もっとも広く使用されている鮮鋭度を評価する方法として、フーリエ解析によるＭＴＦが

あります。 

 

ほとんどおなじ意味のものとして、 

 

名称 使用分野 取扱情報 

ＯＴＦ（Optical Transfer Function） 光学分野 振幅と位相 

ｒｅｓｐｏｎｓｅ ｆｕｎｃｔｉｏｎ 光学分野 振幅と位相 

ＭＴＦ 写真関係 振幅のみ 

 

があります。 

 

［定義］ 

ＭＴＦは被測定系に入射した光強度分布が正弦的に変化する入力Ａ(u）を与え、その出力 

Ａ'(u)を測定して、 

 

Ｒ(u)＝ 
Ａ'(u)

Ａ(u)
    （３．１） 

 

として表すものです。ここでｕは１ｍｍ当りの線数（空間周波数:spatial frequency)です。 

レンズなどの光学系の場合は、入射光量－出力光量の関係が線型であるので式（３．１）の定

義ですが、写真フィルムの場合は入射露光量Ｅと出力の写真透過率Ｔの関係が、指数関数に近

い曲線です。そのため次のような定義でＭＴＦを求めます。 

 

露光と現像により得られる透過率分布Ｔ（または濃度分布Ｄ）を、露光量Ｅ、対透過率Ｔ（ま

たは濃度Ｄ）の関係曲線（一般に特性曲線のこと）を使って、露光量分布に変換する。この変

換された露光量分布は、入射した光子ｈνが乳剤層中で多数の散乱を受け、ハロゲン化銀結晶

粒子に吸収された分布を表していると考えられます。 

このようにＥ－Ｔ曲線で変換された露光量を、像を形成するのに有効に作用した露光と考え、

有効露光量（effective exposure）と定義します。写真フィルムのＭＴＦはこの有効露光領域

で定義し、Ｅ－Ｔ曲線の非線型性を解決しています。 

 

Ｒ(u)＝ 
Ｅ(u)

max
－Ｅ(u)

min

Ｅ(u)
max
＋Ｅ(u)

min

    （３．２） 

 

［測定方法］ 

 

⎩⎪
⎨
⎪⎧
正弦波露光－ミクロフォトメーター法

方形波露光－フランホーファー干渉計法

スリット露光－ミクロフォトメーター法

エッジ露光－ミクロフォトメーター法

点露光－ミクロフォトメーター法

方形波露光－ミクロフォトメーター法

その他
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［方形波露光－ミクロフォトメータ法］ 

 
ＭＴＦチャート

LP/mm124681012

スキャニング方向

 
 

（１）ＭＴＦチャートを撮影する。 

（２）撮影に使用した感材の特性曲線を用意する。 

（３）マイクロデンシトメーターでスキャニングする。 

（４）ＣＴＦ（contrast transfer function）を計算する。 

（５）Ｃｏｌｔｍａｎの補正式でＭＴＦを計算する。 

（６）グラフ化する。 

 

［特徴］ 

系の分離や結合が容易：写真画像形成系の設計や改良指針を得るのに適しています。 

（従来であればコンボリューション積分で最終のボケを計算する必要が有ったが、ＭＴＦでは

個々のレスポンス関数の積（並列の場合は和）で最終のボケを計算することができます。） 

 

［解像力との比較］ 

解像力は実際に写真像の鮮鋭度に関連する低い空間周波数領域に無関係で、高い空間周波数領

域で決定されますがＭＴＦでは空間周波数領域についての情報が得られるため正しい鮮鋭度の

評価解析を行うことが出来ます。 

 

［像構造解析システムでのＭＴＦの測定］ 

画像解析システムでは、「方形波露光－ミクロフォトメーター法」をマイクロデンシトメータ

ーを用いる形でＭＴＦの測定を行っています。一般にミクロフォトメーターよりもマイクロデ

ンシトメーターの方が高価ですが、本システムでは、「Ⅲ．粒状性」でＲＭＳを取り扱う関係

上マイクロデンシトメーターを使用します。 

 

（１）特性曲線を作成します。 

１１段から２１段の濃度段階（或は網点％）を持つ、当該出力機での特性曲線を作成します。 

 
特性曲線グラフ例

濃度

露光量（エネルギー）

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0
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（２）当該出力機でＭＴＦチャートを撮影しマイクロデンシトメーターで測定します。 

例えばＭＴＦチャートとして化成オプトニクスＫＹＯＫＫＯｔｙｐｅ１は、0.5，1.0，1.5，2.

0，2.5，3.0，3.5、4.0，5.0，6.0，8.0，10.0［line/mm］の空間周波数のステップです。 

ＭＴＦステップデータの変更により他のチャートにも対応できます。 

 

（３）パソコンがＭＴＦの計算を行います。 

 １）ＤHとＤLを計算します。 

 ２）特性曲線を参照し、ＬｏｇＥHとＬｏｇＥLを計算します。 

 ３）ＣＴＦを計算します。 

 ４）ＭＴＦを計算します。 

 

（４）ＭＴＦのグラフ出力や、データー登録を行います。 

 

 －正弦波入力の場合の入力と出力－ 

 

露光量Ｅ

距離ｘ

濃度Ｄ

距離ｘ  
 

 周波数の高い領域では、黒部分が白部分に被ったり、その逆によってコントラストが

 低化します。ＭＴＦではこの程度によって鮮鋭度を評価します。 
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 －方形波入力の場合の入力と出力－ 

 

距離ｘ

入力像 ぼけた像

 
 

 矩形波入力の場合でも正弦波入力の場合と同様に、コントラストの低下がおこります。 

 

 

 －ＭＴＦグラフ例－ 

MTF

100

50

0
0 50 100

空間周波数(line/mm)

Ｘ線フィルム

ＳＳフィルム

マイクロフィルム

 
 

 ＭＴＦでは上記のグラフの用に、各々の空間周波数ごとのコントラストの低化の程度

 を評価できます。横軸は正確には「Line pair / mm」なので、白黒の繰返しパターン

 の場合0.5mmの白と0.5mmの黒の繰り返している部分の空間周波数が1Line/mmになりま

 す。同様に0.1mmの白と0.1mmの黒の場合は5Line/mmになります。300dpiのプリンタが

 表現できる最大の空間周波数は、 

300(dpi)
2*25.4 =5.91(Line/mm) 

 となります。 

 

 簡単なグラフの見方としては、 

 

  
⎩
⎨
⎧MTF=0.1の時の空間周波数解像力
空間周波数=2の時のMTF手持ちの距離で人の目に最も影響を与える

 

 

 などがあります。 
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［エッジ露光－ミクロフォトメータ法］ 

 
ＭＴＦエッジ法チャート

スキャニング方向

 
 

（１）ＭＴＦエッジ法チャートを撮影する。 

（２）エッジ部の濃度データをＦＦＴにかける。 

（３）グラフ化する。（方形波露光－ミクロフォトメータ法同様） 

 

［特徴］ 

方形波露光－ミクロフォトメータ法同様に系の分離や結合が容易。 

方形波露光－ミクロフォトメータ法同様に正しい鮮鋭度が得られる。 

デジタル出力機（デジタルコピー、レーザプリンタ等）に用いた場合、方形波露光－ミクロフ

ォトメータ法では出力に再現できない空間周波数の影響を受けますが、この方法では出力の空

間周波数に依存しないため、dpiの異なる出力機間に渡る評価が可能です。この方法を用いるこ

とで、より物理的な評価ができます。 

 

［問題点］ 

ＭＴＦは鮮鋭度を得るのに現在最も優れた方法ですが、現在の出力機が高細線化による美麗化

を著しく進めた結果、ＭＴＦ測定機として使用されるマイクロデンシトメータにも高細線化が

必要となっています。 

従来から使用されてきた測定面積よりも非常に大きな面積を照明するタイプのマイクロデンシ

トメータでは、精々200dpiまでの測定しかできません。 

 

現在の出力機が達成している300～800dpiを正確に測定するためには3,000～8,000dpiの解像力

を保つマイクロデンシトメータが必要です。（また、非常に小さい面積なのでオートフォーカ

ス無しではピントを合わすことができません。現在このスペックと機能を合わせ持つマイクロ

デンシトメータは当社のＴＭＤ－２１００しか有りません。） 

 

エッジ露光－ミクロフォトメータ法の場合はよりシビアな測定機が要求されます。サンプル自

体に空間周波数を持たないために、従来型のマイクロデンシトメータの用にマイクロデンシト

メータ自体が有効空間周波数内でコントラストの低下を起こしていると何を測定しているのか

判らなくなるからです。 
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Ⅲ．粒状性 
 

写真フィルムの粒状性（粗さ、滑らかさ）は、 

 

 
⎩
⎨
⎧心理的粒状性（ｇｒａｉｎｉｎｅｓｓ）肉眼で観察した粒状性
物理的粒状性（ｇｌａｎｕｌａｒｉｔｙ）光電検出機で測定した粒状性

 

 

の２つがあります。一般の写真像は肉眼で観察する場合が多いので、心理的粒状性を評価する方がよい

のですが、心理的粒状性の測定は精度と迅速性の点で劣っているため、現在ではほとんど使われていま

せん。 

 

物理的粒状性の測定は、肉眼で観察される写真フィルムについても、粒状パターンの物理的性質を知る

ために常套手段として行われています。物理的粒状性を評価するためには評価は、測定された物理的粒

状性に視覚のＯＴＦを考慮して計算される心理物理的粒状性が心理的粒状性となんらかの相関性が有る

ことが必要です。このために現在では、 

 

 

⎩
⎨
⎧ＲＭＳ(Selwynの粒状性)
自己相関関数(autocorrelation function)

ウイナースペクトラム(Wiener spectrum または power spectram)

 

 

が用いられています。 

 

［心理的粒状性の測定方法］ 

心理的粒状性の測定には試料に当てる光の条件として以下の２つがあり、 

 

 一定試料照明 試料の照明を一定にする（試料の濃度で視野輝度が変化する）。 

   これはＸ線フィルム、シネポジフィルムに適している。 

 一定視野輝度 試料の濃度に応じて照明を可変する（視野輝度の変化はない）。 

   これはネガフィルムに適している。 

 

また、測定の方法としては、 

 

 （１）粒状パターンを拡大投影し粒状構造が見え無くなるとき、あるいは見えはじめるときの

  拡大倍率の逆数や消失距離で表す方法 

 （２）規定の粒状パターンを決めておいて資料を拡大投影したときにほぼ同一に見えるときの

  拡大倍率の逆数で表す方法 

 

があります。 

 

心理的粒状性をグラフに書くときは通常縦軸に「粒状性消失距離（ｍｍ）」横軸に「拡散濃度」をプロ

ットします。 

 

［物理的粒状性］ 

物理的粒状性は、光の散乱や局部的透過率変化などを客観的な量で表示した粒状性構造の性質です。こ

のような測定が行われる理由としては、 

 

 
⎩
⎨
⎧再現性客観性の点で優れている
適用性がよい

 

 

があげられます。 

１．ＲＭＳ 
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［定義］ 

ある拡散濃度で一様に露光された感材を現像してマイクロデンシトメーターで１次元的に測定

したときの標準偏差。 

 

［測定方法］ 

 （１）測定試料を作成する。 

 （２）濃度計で拡散濃度を測定する。 

 （３）マイクロデンシトメーターでＲＭＳを測定する 

 （４）数値表現には「ローカルＲＭＳ」と「トータルＲＭＳ」が使われます。また  

  「拡散濃度」を併記する場合があります。 

 （５）グラフの例 

0.3

0.2

0.1

0
0 1 2 3

拡散濃度

0.4
RMS

 
 

 

［画像解析システムでのＲＭＳの測定］ 

 （１）一様に露光された各々拡散濃度のことなる試料を作成します。 

 （２）拡散濃度を濃度計で測定します。 

 （３）ＲＭＳをマイクロデンシトメーターで測定します。 

 （４）（２）（３）を繰り返します。 

 （５）プロッターでグラフ化します。前ページと同様のＲＭＳグラフが得られます。 

 

 

２．自己相関関数 
 

［定義］ 

ＲＭＳ測定のときに使われた、一様に露光された試料を測定したときの投影濃度データーを計

算して求めます。 

 

自己相関関数の概念は 

「いま、全くでたらめな空間的に変動する曲線を考える。この曲線のごく近傍の２点間にはか

なり高い相関性があるが、その間隔が大きくなるにつれて相関性を失って行く。そこで２点間

の空間間隔を変数として相関が変ることからこのでたらめな曲線の性質を知ることができる。

この方法は空間的に変動する１種の量が空間間隔によって隔てられた２点間で、どれほどの相

関性があるかを知ろうとするものである。このような相関を自己相関と呼ぶ。」 

です。 

 

［表示方法］ 

縦軸にφ（τ，０）横軸にτ（μｍ）のグラフで表示します。 

※：本システムでは自己相関関数はウイナースペクトラムを得るために過渡的に計算されるも

  のなので、自己相関関数そのものを表示したりグラフ化する機能は持っていません。 
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３．ウイナースペクトラム 
 

［定義］ 

自己相関関数をフーリエ変換することによって求めます。 

粒状性の分布は雑音のような不規則分布であるのでフーリエ変換も級数も使用することはでき

ない。しかし、積分可能な領域を区切ると考えるとそのパワーが有限なので、まず統計平均と

しての自己相関関数を計算し、これをフーリエ変換することによって位相についての情報は無

くなるが、スペクトルに相当するものを得ます。これが一般調和解析と言われる方法です。こ

れがパワースペクトルでありウィナースペクトルです。 

 

［測定方法］ 

 （１）ＡＣＦ（自己相関関数）のデーターを何点か用意します。 

 （２）ＡＣＦを展開します。 

 （３）ＦＦＴを通します。 

 （４）ＷＳ（ウイナースペクトラム）を計算します。 

 （５）グラフ化します。 

WS

空間周波数

フィルムのウイナースペクトラム

蛍光増感紙のウイナースペクトラム

全系のウイナースペクトラム

Ｘ線撮影のウイナースペクトラム
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［特徴］ 

粒状性に影響する各々のファクターごとのＷＳを測定の組み合せから求めることができるので、

各々のＷＳをデーターベースとして持っておけば、未知の組み合せのときのＷＳを実際に組み

合せて測定しなくても、各々のＷＳのたし算で計算することができます。 

 

［問題点］ 

ＷＳは粒状性を得るのに現在最も優れた方法ですが、現在の出力機が高細線化による美麗化を

著しく進めた結果、ＷＳ測定機として使用されるマイクロデンシトメータにも高細線化が必要

となっています。 

従来から使用されてきた測定面積よりも非常に大きな面積を照明するタイプのマイクロデンシ

トメータでは、精々200dpiまでの測定しかできません。 

 

現在の出力機が達成している300～800dpiを正確に測定するためには3,000～8,000dpiの解像力

を保つマイクロデンシトメータが必要です。（また、非常に小さい面積なのでオートフォーカ

ス無しではピントを合わすことができません。現在このスペックと機能を合わせ持つマイクロ

デンシトメータは当社のＴＭＤ－２１００しか有りません。） 
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Ⅳ．調子再現性 
 

調子再現性の解析はさまざまな方法が用いられます。当社のシステムでは例えば、 

 

 

⎩
⎨
⎧特性曲線画像解析システム
濃度ガンマ曲線画像解析システム

トーンリプロダクション曲線

 

 

などがあります。 

 

１．特性曲線 
 

［定義］ 

露光量（入力）に対する濃度（出力）を見ます。入力は露光量でも濃度でもかまいません。 

 

［測定方法］ 

 （１）入力の分かっている何段階かのステップについて、投影濃度か拡散濃度を測定

    します。 

 （２）グラフ化します。（５ページを参照） 

 

［特徴］ 

画像の評価にもっとも使われている評価方法です。 

 

 

２．濃度ガンマ曲線 
 

［定義］ 

露光量（入力）に対する濃度（出力）の変化量を見ます。入力は露光量でも濃度でもかまいま

せん。特性曲線を微分したものです。 

 

［測定方法］ 

 （１）特性曲線とおなじデーターを計算します。 

 （２）グラフ化します。 

0

1

2

3

0 1 2 3

濃度ガンマ曲線

γ

露光量  
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［特徴］ 

最大感度を持つ露光量とその巾を表すので、適性露光を決定するのに有効です。 

 

 

３．トーンリプロダクション曲線 
 

［定義］ 

入力した濃度に対する網点％の再現を見ます。 

 

［測定方法］ 

 （１）濃度ステップサンプルを網点化して、それを濃度計で測定します。 

 （２）測定した濃度を網点％に変換します。 

 （３）グラフ化します。 

0

1

2

3

0 50 100

トーンリプロダクション曲線

拡散濃度

網点％  
 

 

［特長］     

通常カラー原稿となる写真は０から２．５程度の濃度レンジを持っていますが、印刷機はせい

ぜい０から２程度のレンジしかありません。この中でできるだけ正確に原稿を再現するために、

濃度を網点に変換して印刷しますが、濃度と網点％の関係をつかんでおかないと品質管理に支

障をきたすことがあります。これを測定するのがこのグラフです。おもに製版や印刷で使われ

ます。 
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Ⅴ．色再現 
 

色再現の測定評価は大別すると、 

 

⎩
⎨
⎧分光光度計を用いるもの
色差計を用いるもの

濃度計を用いるもの（カラーフィルター付マイクロデンシトメーターを含む）

 

に分類することができます。 

 

 

１．Ｍａｃｂｅｔｈ分光光度計を用いるもの 
   CE-7000A QCソフトウエア 

  積分球方式 CE-i5 解析ソフトウエア 

   CE-2180UV CCM 

10nm オフライン  CE-XTH  

   CE-2145  

  45/0度方式 SpectroEye QCソフトウエア 

   SpectroLino プロファイラー 

20nm オンライン 45/0°方式 ER-50 オンライン運用ソフトウエア

 

 色の測定評価には分光光度計を用いるのが現在もっとも良いとされています。理由は、濃度

計と違って、分光光度計は人間が識別する全ての領域の光を測定できるからです。人間が識別

し得る光の波長は４００ｎｍから７００ｎｍですが、濃度計ではフィルター特性にもよります

がこの波長域の内の３つの領域しか捉えられないのに対して分光光度計は全ての領域を捉え、

そのうえに色材に影響を与え得る紫外領域と赤外領域を捉えることができるものもあります。 

 分光光度計を用いて色再現の評価を行う場合もっとも一般的な方法は色差を求めることです。

色差とは、標準の色（明度、色度）に対する試料の色（明度、色度）の差です。各々の分光反

射率（透過率）に視野と光源で決まる３刺激値の重荷係数をかけそれを必要な色差式に通すこ

とにより色度と色差を求めることができます。 

 例：視野（２゜、１０゜） 

   光源（ＡＳＴＭ［Ａ、Ｃ、Ｄ75、Ｄ65、D55、Ｆ2、Ｆ7、Ｆ11］、ＪＩＳ［Ａ、

      Ｃ、Ｄ75、Ｄ65、Ｄ55、Ｆ6、          Ｆ8、Ｆ10］） 

   色差式（ハンターＬａｂ、ＣＩＥＬ*ａ*ｂ*、ＦＭＣ－Ⅱ、ＣＭＣ、ＢＦＤ） 

 ※：視野と光源で３刺激値を決めます。 

 

分光光度計を用いる色再現性の管理は色差のほかに、 

 

 分光反射率（透過率）カーブ － 分光データーそのものを用いた色彩管理 

 メタメリズム   － 試料を参照する光源が変ったときの試料の

      色、色度、色差を求める 

 Ｋ／Ｓ    － 光学濃度を求めます。試料の着色力が分か

      ります。 

 カラープロット   － 色度と色差を表示するグラフ 

などがあります。他に、マンセル値を求めたり、色度図上に試料の色の位置をプロットしたり、 

濃度を求めたりすることができます。 
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２．色彩計を用いるもの 
 

分光光度計と同様に、色度と色差を求めて色の測定評価を行いますが、視野と光源が限定され

るため分光反射率やメタメリズム、Ｋ／Ｓを求めることができません。濃度計に３色のカラー

フィルター（Ｒ、Ｇ、Ｂ）があるように、色差計には３刺激値を求めるための３つのフィルタ

ー（Ｘ、Ｙ、Ｚ）が入ってます。 

 

色彩計では、 

 

⎩
⎨
⎧色差
カラープロット

 

 

などで色再現の管理を行います。 

 

※：Ｍａｃｂｅｔｈに色彩計はありません 

 

 

３．Ｍａｃｂｅｔｈ濃度計を用いるもの 
 

分光光度計や色差計と異なりプロセスカラーについての測定を行います。プロセスカラーとは

オフセット印刷などで使われるイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの色のことです。印刷

物では原稿の色を再現する場合に通常この４色を用います。このプロセスカラーを測定して色

再現を見るために濃度計が使われます。 

 

通常、印刷物の色再現を測定評価するためには、濃度計を使って、 

 

 ベタ濃度  Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋのベタ濃度（１００％網点濃度）を評価しま

    す。 

 ドットゲイン  Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋの網点％（１～２５段階程度）の太り量を評

    価します。カラーバランスを決定する最大の要因です。 

 トラッピング  ２次色のＲ、Ｇ、Ｂを評価します。各々の色の重なり部分の

    マスク効果を考慮した計算方法もあります。 

 カラーヘキサゴン 濃度を主体としたプロセスカラーによる印刷物の演色範囲と

    １００％トラッピングの演色範囲と２次色のカラーバランス

    を評価します。 

 カラーサークル  濁りを主体としたプロセスカラーによる印刷物の演色範囲を

    評価します。 

 スラー・ダブリ  印刷機械の状態によるドットゲイン量とその方向を、ピュ 

   アードットゲイン（光学的ドットゲインと圧力による網点の 

   潰れをたしたもの）から分離して評価します。 

 

などを管理します。 
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ベタ濃度グラフの例

ベタ濃度

測定位置

2.0

1.0

0

Bk
Y
M
C

  

ドットゲイングラフの例

ﾄﾞｯﾄｹﾞｲﾝ%

網点％（オリジナル）

20

10

0

Bk

Y
M
C

30

100500
 

 
トラッピンググラフの例

ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ%

20

10

0

30

B G R       

Y

M

C

R

G

B

max=2.0

実測値
100%ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ  

 

※：これらのグラフは、グラフの紹介のために書いたものであり、実際の測定には基づいてい

ません。なを、ここであげたドットゲインのグラフは理想的な形状に近いのですが、実際はド

ットジャンプや調子再現の不良によって波打つのが見られます。これを評価することで調子再

現をも測定することができるわけです。 

 

 

Ⅵ．最後に 
 

濃度管理と色差管理は充分に熟成されているが、分光光度計による色管理はやっと実務ベースに乗りか

けたところであり、ましてマイクロデンシトメーターを用いた管理は始まったばっかりというのが、正

直なところではないでしょうか。 

我々サカタインクスは、１５年ほど昔から分光光度計に取り組み、２０数年前から始まった濃度計によ

る管理技術を１０年ほど前から次々とコンピューター化し、更に４年ほど前からマイクロデンシトメー

ターに取り組んできました。 

本書は我々のもつ技術を紹介することで少しでもお客様の仕事のお手伝いができるならと思い作成いた

しました。 

何か気づかれたことなどございましたら、担当営業の方に御一報下さい。心よりお待ちしております。 
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